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ぜひご覧ください。

http://www.holon-ltd.co.jp

株主名簿管理人
三井住友信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号　　  0120-782-031

社 名
本社所在地

設 立
従 業 員
資 本 金
事 業 内 容

株式会社ホロン（HOLON CO.,LTD.）
〒359-0011　埼玉県所沢市南永井1026-1
TEL：04-2945-2951（代）
1985年5月
42名
6億9,236万円
半導体検査装置の開発、製造、販売、保守サービス

WEBサイトのご案内

株式メモ

会社概要  平成24年9月30日現在

証券コード ： 7748

株主の皆様へ
半導体業界におきましては、スマートフォン（高機能携帯電話）やタブレット端末
など携帯・通信分野で使用する半導体需要は引き続き好調を維持しているものの、
世界的な景気減速懸念から、経済環境はいまだ予断を許さない状況が続いています。

◇主力製品であるマスクCD-SEMにつきましては、電子ビーム制御系を一新し最新
のソフトウェアを搭載して高性能化を進めた最新鋭機「Z7」はお客様に高い評価
をいただき、当第2四半期において客先納入を済ませるとともに、引き続き受注を
獲得して第3四半期中に出荷を予定しております。

◇電子スタンパー「EBLITHO」につきましては、その技術を基礎とするロールモー
ルド露光装置の開発が旭化成株式会社との共同開発で成功したことにより半導体以
外の産業分野からも注目を集めました。当第2四半期においても、この露光装置の
試作用共同開発装置と当社独自に開発したロールモールド評価用SEMを使用して
お客様の現場で応用実験を進めております。

◇通期の業績予想につきましては、売上高1,275百万円、営業利益173百万円、
当期純利益156百万円としております。
実際の業績につきましては、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

当第2四半期（累計）業績のポイント

発行可能株式総数
 102,000株

発行済株式総数
 33,405株

株主数
 2,401名

大株主 持株数（株） 持株比率（%）

株式会社エー・アンド・デイ 10,216 30.58
冨加津　好夫 4,415 13.21
新田　純 830 2.48
大本　和則 592 1.77
嶋崎　勝次 500 1.49
東風海運株式会社 492 1.47
東　祥弘 456 1.36

334百万円

売上高

△2,966.90円

1株当たり
四半期純利益

△138百万円

営業利益

通期の業績予想

株式情報  平成24年9月30日現在

ホロンのものさしはナノメートル。
見えない世界を測ります。

　株主の皆様には平素より格別なご支援、ご高配を賜り厚く御礼申し上
げます。
　当社は、半導体産業及び関連事業分野におけるお客様の最先端技術を
支える検査計測装置を中心として事業を展開しております。東日本大震
災から1年半を経るものの、原子力発電の廃止の是非や近隣国との領土
問題の発生など次々と重要問題が累積して、現時点ではそのいずれも解
決の見通しが立たず、国内経済への影響が指摘される状況となっており
ます。国外においても、EU一部加盟国の債務問題に端を発したEU経済
の停滞と、その影響はアジア地域にも及び、グローバルな経済成長の鈍
化が懸念される事態となっております。この世界的な不透明感の中で国
内外の半導体市場の動向、特に半導体メーカーの設備投資の動向が注目
されます。唯一スマートフォン市場が好調を維持し半導体産業の主力が
ここに依存する状況で、決して楽観を許しません。
　今年度前半の当社の受注はすでに年度計画の1/2以上を獲得し順調と
言えますが、年度計画達成を目標に後半に向けてなお一層の努力をいた
す所存です。
　当社主力製品のマスクCD-SEMの最新鋭機「Z7」は、超低真空機能に
よる帯電除去、収差補正機能による画像高分解能化及び新電子ビーム制
御系による高性能化等に加え、大幅なスループット向上を実現しており、
お客様に高い評価をいただいて引き続き受注に成功しております。
　また、最近注目のプリンテドエレクトロニクスへの応用を期待される
ロールモールド露光装置とロールモールド評価用SEMは、現在お客様の
現場での応用実験が進められております。
　今後もホロンの「得意わざ」である
電子ビーム技術を駆使して半導体先
端技術の中で検査計測スペシャリス
トとしての役目を担ってまいります。
　株主の皆様には引き続きより一層
のご支援ご鞭撻を賜りますようお願
い申し上げます。

代表取締役社長 穴澤 紀道 マスクCD-SEM最新鋭機「Z7」

△99百万円

四半期純利益


